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Ⅱ-13 部材売上入力 
 

部材売上入力の役割 
売上売掛に関連する明細を登録する処理です。 

 

機能としては以下の処理区分があります。 

 

 

 

 

 

 

 

売上入力画面説明 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作説明 

［機能選択］ 

部材売上入力処理を起動すると自動的に「登録」--「売上入力」画面が表示されます。 

必要に応じて「登録」--「売上赤伝」～「売上返品赤伝」、「修正」、「削除」、 

「過去伝票発行」機能をマウス、またはキーボードで選択します。 

 

 

 

 
 

処理機能につい

て 

 

●売上～ 

売上返品赤伝は

全て+－符号な

しで入力します。 

 

赤伝とは、 

元帳に記載され

た明細を取り消

す場合に使用す

る処理です。 

 

【売上】に対する

赤伝は 

【売上赤伝】、 

【売上返品】に対

する赤伝は 

【売上返品赤伝】

となります。 

 

●修正削除機能 

すでに入力され

た売上明細に対

し修正または削

除する場合に使

用します。 

 

削除とは、 

伝票単位に消去

します。 

 

明細単位に削除

したい場合は修

正機能で品番を

削除し Enter 

を押してくださ

い。 

 

 

登録 (1)売上 

 (2)売上赤伝 

 (3)売上返品 

 (4)売上返品赤伝 

修正   

削除  

 

 

過去伝票発行 

 

機能選択 
納品書単位

の合計金額 

合計金額 

値引処理 

0：なし 

1：得意先値引き 

2：商品値引き 

掛売・現金の選択 
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■検索機能について 

売上入力画面では、カレンダー表示 得意先検索 売上明細検索 商品検索 の4種類の検索機能が使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日付項目の見出しをクリックすることでカレンダーが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 日付項目が空欄の状態でカレンダーを表示した場合、チェックボックスに☑を入れると操作可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 日付の選択方法は３つです。 

 ①カレンダー上の選択したい日付をクリック ②  をクリックしてリストから選択 ③日付欄に直接入力 

 

 

 

 

 

登録時：得意先検索 

商品検索 

カレンダー表示 

カレンダー表示 

③ 
① ② 

登録時：得意先検索 
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得意先検索 

得意先マスターの登録内容を表示 
 

得意先コード項目にカーソルがある時にスペースキー押下にて得意先検索画面が表示されます。 

 

文字検索にて検索可能です。 

 

Enter キーを 1 回押下し、キーボードの矢印キー（↑ ↓）で Enter、またはダブルクリックで選択されます。 

 

 

スクロールバー 

にて移動 



出荷管理システム 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品検索 

商品マスター登録内容を表示 
 

品番項目にカーソルがある時にスペースキー押下で右図のように登録済み商品マスター一覧が表示されます。 

 

文字検索にて検索可能です。 

 

Enterキーを1回押下し、キーボードの矢印キー（↑ ↓）でEnter、またはダブルクリックで選択、商品マスター内

容が表示されます。 

 

 
スクロールバー 

にて移動 

部材売上明細検索 

部材売上明細登録内容を得意先単位で表示 
 

［修正］または［削除］モードへ切替え、得意先項目にカーソルがある時にスペースキー押下にて 

得意先検索画面が表示されます。 

[作業日付][伝票日付][得意先][伝票 No]で検索可能です。 

 

Enter キーを 1回押下し、キーボードの矢印キー（↑ ↓）で Enter キー、またはダブルクリックで選択することで、明

細が表示されます。 

 

 

スクロールバー 

にて移動 
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Ⅰ-01-1 売上入力 ［登録］ 
 

機能説明 部材売上の明細を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 

①項目移動について 

項目移動は Enter キー、またはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（←→）キーでも可能です。 

 

②マスター表示機能 

各マスター項目でスペースキー押下にてマスター参照が可能です。 

 

 

 
伝票日付と 

作業日付 

 

＜作業日付＞ 

作業日付とは 

一般的に出荷日

または自社の売

上日をさします。 

在庫の引落し日

でもあります。 

 

＜伝票日付＞ 

伝票日付とは 

客先売上日また

は請求日をさし

ます。 

 

自社の売上を調

整する場合は作

業日付を変更

し、 

客先請求日を調

整する場合は伝

票日付を変更し

ます。 

 

＜金額・数量＞ 

商品マスターの 

数量値、単価値 

を「少数第 2 位」 

に設定しておく

事で、 

小数第 2 位まで

の入力が行えま

す。 
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操作方法 

1. 機能  

マウス、またはアクセスキーにて[機能]-[登録]から[(1)売上]・[(2)売上赤伝]・[(3)売上返品]・[(4)売上返品赤伝]の 

いずれかを選択します。 

 

 

 

 

2. 作業日付 

初期表示は当日の日付。変更する場合は西暦で 4～8 桁の入力します。 

 例）2021 年 1 月 10 日の場合→01 10 (当年の場合) または 21 01 10 と入力可能。 

 

3. 伝票日付  

作業日付と同様。 

 作業日付を変更した場合、作業日付と同一日付が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 得意先 

得意先コード直接入力、またはスペースキー押下で得意先検索可能。 

 

5. 得意先支店  

支店コード入力。不要の場合は Enter キーで進めます。 

 

6. 伝票 No 

専用伝票等の指定伝票 No 以外は、自動付番されるため入力不要。 

不要の場合は Enter キーで進めます。 

 

7. 売上区分  

1：掛売 2：現金から選択。初期表示は 1：掛売。 

 

8. 担当者 

得意先マスター設定担当者が表示されます。変更可能。 

 

 

日付について 

月次更新済の日付を指定した場合、 

メッセージが表示され入力はできません 

 

 



出荷管理システム 

 

7 

9. 品番 

商品コード入力、スペースキーでコード検索可能。 

 

10. シーケンス  

入力した品番のシーケンスコードを入力します。初期表示は 0 です。 

 

11. 値引 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 掛率 

得意先指定掛け率を入力します。初期表示は得意先マスター指定の掛率です。 

 ★自動掛け率設定：一度入力した掛け率は得意先が変わらない限り次行、または次画面に継承されます。売上

入力処理を終了した場合は初期表示に戻ります。 

 

13. 原価 

商品マスター原価が表示されます。変更は可能です。 (少数第 2 位まで使用可能) 

 ※マスター原価以外は入力できないよう設定変更も可能です。この場合は東光にてメンテナンスが必要です。 

 

14. 数量 

「0」以外を数値で入力します。「0」は入力不可能です。 (少数第 2 位まで使用可能) 

 

15. 指定品番 

※チェーンストアー伝票指定の場合のみ入力可能です。 

 

16. 注釈 

 ※商品マスターの商品区分が、「1-在庫管理無」の場合入力可能です。 

値引き処理について 

 

値引処理は、 

得意先に対する値引き 1-得意先値

引き と、商品に対する値引き 2-商

品値引きがあります 

双方ともあくまでも売掛金に対する

値引きであり在庫管理には全く影響

しません。 

また入力方法はすべて＋－符号な

しで行ないます。 

★値引き処理 

値引指定項目をクリックもしくは、品番項目にて←キーを押すことで No.列に移動、得意先値引き又は商品

値引きが行なえます。選択内容は [0-なし]、[1-得意先値引き]、[2-商品値引き] です。 

選択方法はマウス又は←、→キーにて移動し、Enter キーにて確定します。数量・金額等は+-符号なしで

入力します。全てマイナス表示され注釈入力も可能です。 
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17. 下代 

上代×掛け率で計算表示されます。変更は可能です。 (少数第 2 位まで使用可能) 

 

 

 

 

 

 

 

＜売上時 受払参照画面＞ 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18. 上代  

商品マスターに登録された上代が表示されます。変更は可能です。 (少数第 2 位まで使用可能) 

 

19. 備考  

必要に応じて備考が入力できます。備考欄をクリックするか、入力品番欄で Tab キーを押すことで備考欄に 

 カーソルが移動します。 

全角 15 文字まで入力可能で、半角との混在も可能です。 

下代項目で過去の取引明細を参照、及び引用可能です。 

スペースキーを押すことで得意先と品番で絞込みを行います。 

伝票日付降順に、最新出荷単価を参照できます。 

該当単価行でダブルクリック、または Enter キーで確定することにより、下代単価項目に転写が可能です 

★受払機能 

下代項目にて 

スペースキー押下 受払より 

下代を転写 
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20. 伝票発行/更新  

ボタンを押すことで伝票 No 確定画面が表示され、OK ボタンを押すことで登録されます。 

  

 

 

 

 

納品書を発行する場合開始ボタンを押すことで伝票が発行されます。 

中止ボタンを押すと発行が中止されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21. 終了 

 終了する場合は終了ボタン押下にて、メニュー画面へ戻ります。 

伝票発行しない設定になっている場合…手順 21.へ 

 

来月勘定について 

該当得意先の請求締め処理が行われている場合、 

メッセージが表示されます。 

OK を選択した場合、登録されますが翌締間の 

扱いになります。 

※伝票を当月に含めたい場合は、『請求締め処理』にて「来勘」の解除をしてください。 

 

＜出力先＞ 

得意先マスターにて選択する 

伝票種別によっては、出力先を PDF 

にする事ができます。 

 

同一条件の伝票について 

作業日付・伝票日付・得意先・伝票 No が 

全て同一の明細が存在する場合に、 

入力を続行するかどうかのメッセージが 

表示されます。 
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Ⅰ-01-2 売上入力 ［修正］ 
 

機能説明 登録されている部材売上明細を修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

部材売上明細の

呼び出しについて 

 

画面表示は伝票

単位になるため、

修正する明細が含

まれる伝票を指定

します。 

 

そのため伝票 No

のみを指定するこ

とでも該当明細の

呼び出しが可能と

なります 

得意先欄でスペースキー

を押下 

該当する伝票を指定 

伝票№を手入力後に 

Enter キー押下でも 

明細が表示されます 
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操作方法 

1. 機能 

マウス、またはアクセスキーにて[機能] -- [修正]を選択します。 

 

2. 得意先選択 

 得意先欄でスペースキー押下後に部材売上明細検索にて、該当得意先をダブルクリックで選択または、 

 ↑ ↓キーで移動し、Enter キーで伝票を呼び出します。 

 伝票 No 項目に伝票 No を直接入力することで明細表示することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 訂正箇所の選択 

 訂正項目へ Enter、矢印キーまたは、項目をクリックにて移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明細部上下移動は

No.列で↑ ↓キー

で行います 

 

明細単位削除は品

番項目で表示されて

いる品番を消去後、

Enter キーで削除さ

れます 

＜修正画面＞ 
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5. 更新 

 修正が完了したら更新/伝表発行ボタン押下にて、修正された内容が確定されます。 

 

6. 納品書の再発行 

 内容を修正せずに伝票発行ボタン押下にて納品書の再発行も可能です。 

 

7. 終了 

 終了する場合は終了ボタン押下にて、メニュー画面へ戻ります。 
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Ⅰ-01-3 売上入力 ［削除］ 
 

機能説明 登録されている部材売上明細を伝票単位に削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

[削除]機能とは

伝票単位に削除

する機能です 

明細単位に削除

する機能とは異

なります 

 

明細単位に削除

する場合は前頁

の[修正]機能で

該当品番を削除

してください。 

伝票№を手入力後に 

Enter キー押下でも 

明細が表示されます 

得意先欄でスペースキー

を押下 

該当する伝票を指定 
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操作方法 

1. 機能 

 マウス、またはアクセスキーにて[機能] -- [削除]を選択します。 

 

2. 得意先選択 

 得意先欄でスペースキー押下後に部材売上明細検索にて、該当得意先をダブルクリックで選択または、 

 ↑ ↓キーで移動し、Enter キーで伝票を呼び出します。 

 伝票 No 項目に伝票 No を直接入力することで明細表示することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 更新(削除) 

 画面表示内容を確認の上、更新ボタンを押すと削除確認画面が表示され、はいボタン押下で削除処理完了。 

 削除作業を中止する場合はいいえを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 終了 

 終了する場合は終了ボタン押下にて、メニュー画面へ戻ります。 
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Ⅰ-01-4 過去伝票発行 
 

機能説明 月次更新済みの過去伝票を再発行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※明細の修正や更新は行えません 

 

 
 

[過去伝票発行]

機能とは月次更

新済みの伝票を

再発行する機能

です。 

 

再発行のサイン

を印字する事も

可能です。。 

伝票№を手入力後に 

Enter キー押下でも 

明細が表示されます 

伝票欄でスペースキーを

押下 

該当する伝票を指定 
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操作方法 

1. 機能 

 マウス、またはアクセスキーにて[機能] -- [過去伝票発行]を選択します。 

 

2. 伝票 No 選択 

 伝票 No 欄でスペースキー押下後に部材売上履歴検索にて、該当伝票をダブルクリックで選択または、 

 ↑ ↓キーで移動し、Enter キーで呼び出します。 

 伝票 No 項目に伝票 No を直接入力することで明細表示することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 再発行サイン 

 画面下部の「再発行サインを印字する」にチェックを付けると、再発行と印字がされます。 

 

 

 

 

 

 

4. 伝票発行 

 伝票発行ボタン押下にて、納品書を印刷します。 

 ※明細の修正や削除はできません 

 

5. 終了 

 終了する場合は終了ボタン押下にて、メニュー画面へ戻ります 

 


